
臨
床
試
験
推
進
へ
連
携

が
ん
と
感
染
症
領
域
で

国

が

ん

Ｎ
Ｃ
Ｇ
Ｍ

科研製薬

経
口
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
６
阻
害
剤

Ｊ
＆
Ｊ
に
ラ
イ
セ
ン
ス

農
地
の
炭
素
貯
留
量

予
測
サ
ー
ビ
ス
開
始

入
浴
体
温
上
昇

健
康
維
持
に
一
役

認
知
症
ケ
ア
支

援
Ｖ
Ｒ
を
発
売

大
塚
製
薬

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン

成
分
の
機
能
性
食
品

消
費
者
庁
か
ら
受
理

Ｊ
�
オ
イ
ル
ミ
ル
ズ

抗
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｐ
２
Ａ
Ｄ
Ｃ

第
一
三
共
が
欧
州

申
請
を
取
り
下
げ

食
中
毒
原
因
セ
レ

ウ
ス
菌
に
特
化

準
備
作
業
不
要

プ
レ
ー
ト
開
発

米
ネ
オ
ジ
ェ
ン

農
林
水
産
省
は
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を

進
め
て
お
り
、
２
０
５
０
年

に
化
学
農
薬
の
使
用
量
を
リ

ス
ク
換
算
で
５０
％
低
減
す
る

目
標
を
掲
げ
る
。
１９
年
時
点

で
土
壌
燻
蒸
剤
が
約
５０
％
を

占
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部

分
を
代
替
技
術
に
置
き
換
え

れ
ば
５０
年
の
目
標
を
達
成
で

き
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
「
（
土
壌
燻
蒸
剤

は
）
非
常
に
重
要
な
剤
な
の

で
全
部
置
き
換
え
る
の
は
極

端
な
話
」（
仁
木
理
人
執
行
役

員
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部

長
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土

壌
燻
蒸
剤
と
新
防
除
技
術
を

隔
年
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
土
壌
燻
蒸
剤
の
使
用
量
、

ひ
い
て
は
化
学
農
薬
の
使
用

量
削
減
に
つ
な
げ
る
考
え

だ
。年

初
か
ら
新
防
除
方
法
の

確
立
を
目
指
す
共
創
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
Ｓ
ｏ
ｉ
ｌ

Ｈ
ｅ

ａ
ｌ
ｔ
ｈ

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ

ｔ
」
を
本
格
的
に
始
動
す
る
。

作
物
の
絞
り
込
み
を
進
め
る

な
か
、
ま
ず
は
削
減
イ
ン
パ

ク
ト
の
大
き
い
か
ん
し
ょ
か

ら
着
手
し
て
い
く
。「
農
薬
使

用
量
の
半
減
は
農
薬
メ
ー
カ

ー
に
課
せ
ら
れ
た
社
会
課
題

な
の
で
、
当
社
１
社
だ
け
で

な
く
他
の
農
薬
メ
ー
カ
ー
や

関
連
企
業
と
協
力
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
」

（
仁
木
氏
）
と
強
調
す
る
。

生
物
農
薬
メ
ー
カ
ー
や
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
と
の
共
創

も
視
野
に
入
れ
る
。

さ
ら
に
、
環
境
負
荷
低
減

お
よ
び
農
薬
使
用
量
削
減
に

つ
な
が
る
有
力
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
水
田
雑
草
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
防
除
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
、
こ
の
取
り
組

み
の
要
と
な
っ
て
い
る
。
水

田
雑
草
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
防

除
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

り
、
ほ
場
に
合
っ
た
除
草
剤

の
有
効
成
分
を
適
切
な
量
・

タ
イ
ミ
ン
グ
で
散
布
し
、
防

除
効
果
を
最
大
化
で
き
る
。

農
薬
使
用
量
の
適
正
化
、
環

境
負
荷
低
減
、
農
家
の
収
益

力
向
上
を
図
れ
る
。

２３
年
に
実
証
を
開
始
し
、

２４
年
は
全
国
の
農
家
で
ト
ラ

イ
ア
ル
導
入
を
進
め
て
き

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
２５
年
は

本
格
的
な
採
用
活
動
に
力
を

注
ぐ
。大
島
美
紀
社
長
は
「
水

田
雑
草
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
防

除
を
基
軸
に
し
て
共
創
を
推

進
し
、
結
果
的
に
生
産
者
か

ら
消
費
者
ま
で
つ
な
が
る
輪

を
形
成
し
て
い
き
た
い
」
と

強
調
す
る
。

加
え
て
、
水
稲
種
子
処
理

技
術
「
バ
イ
エ
ル

シ
ー
ド

グ
ロ
ー
ス
」
を
環
境
負
荷
低

減
に
関
す
る
取
り
組
み
の
一

つ
に
挙
げ
る
。「
シ
ー
ド
グ
ロ

ー
ス
も
用
い
れ
ば
一
層
、
使

い
勝
手
が
よ
く
な
る
」（
大
島

社
長
）
と
い
う
。
あ
ら
か
じ

め
種
も
み
に
種
子
処
理
剤
と

種
子
被
覆
剤
を
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
す
る
こ
と
で
防
除
効
果
を

付
与
し
、
種
ま
き
後
の
防
除

作
業
を
簡
略
化
で
き
る
。
箱

粒
剤
と
比
較
し
て
薬
剤
使
用

量
を
９０
％
以
上
削
減
で
き

る
。
散
布
量
を
適
正
化
し
、

環
境
負
荷
低
減
、
農
家
の
収

益
力
向
上
を
図
れ
る
。

生
物
農
薬
や
バ
イ
オ
ス
テ

ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
（
Ｂ
Ｓ
）
も

有
望
視
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

で
実
績
の
あ
る
製
品
を
日
本

市
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る

か
を
見
極
め
順
次
、
市
場
投

入
を
検
討
し
て
い
く
。

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ
ン
ス
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、
環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
す
る
。
早
期
に
新
防
除
技
術
の
確
立
に
向
け
た
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。
農
薬
お

よ
び
資
材
、
関
連
企
業
と
組
ん
で
、
農
薬
使
用
量
（
リ
ス
ク
換
算
値
）
の
約
５０
％
を
占
め
る
土
壌
燻
蒸

剤
か
ら
の
代
替
技
術
を
確
立
さ
せ
る
。
土
壌
燻
蒸
剤
と
新
防
除
技
術
を
隔
年
で
使
用
す
る
こ
と
で
半
減

を
実
現
す
る
考
え
だ
。併
せ
て
効
率
的
な
農
薬
散
布
を
実
現
す
る
「
水
田
雑
草
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
防
除
」

や
、
箱
粒
剤
と
比
較
し
て
薬
剤
使
用
量
を
９０
％
以
上
削
減
で
き
る
水
稲
種
子
処
理
技
術
な
ど
を
普
及
さ

せ
、
環
境
負
荷
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、
農
家
の
収
益
力
向
上
に
も
つ
な
げ
る
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

（
国
が
ん
）
と
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｃ
Ｇ

Ｍ
）
は
、
専
門
と
す
る
が
ん

と
感
染
症
領
域
で
の
臨
床
試

験
を
推
進
す
る
た
め
の
連
携

協
定
を
締
結
し
た
と
発
表
し

た
。
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
は
今
年
４
月
か
ら
国

立
健
康
危
機
管
理
研
究
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｓ
）
と
し
て
、
日

本
の
感
染
症
領
域
で
の
臨
床

試
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核

を
担
う
た
め
研
究
開
発
を
推

進
す
る
基
盤
な
ど
の
機
能
強

化
を
目
指
し
て
い
る
。
本
締

結
に
よ
り
、
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
に
お
け

る
臨
床
試
験
実
施
基
盤
の
整

備
を
促
進
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の

連
携
に
よ
り
、
が
ん
領
域
と

感
染
症
領
域
の
革
新
的
臨
床

開
発
の
さ
ら
な
る
推
進
を
目

指
す
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
が
２
０
１
５
年
か

ら
医
療
法
に
基
づ
く
臨
床
研

究
中
核
病
院
と
し
て
培
っ
た

医
師
主
導
治
験
や
企
業
治

験
、
多
施
設
共
同
試
験
、
国

際
共
同
試
験
、
分
散
型
臨
床

試
験
（
Ｄ
Ｃ
Ｔ
）
な
ど
の
臨

床
試
験
を
実
施
す
る
た
め
の

知
見
を
基
に
、
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
を
支

援
し
、
感
染
症
領
域
で
の
臨

床
試
験
実
施
基
盤
の
整
備
な

ど
を
進
め
、
さ
ら
に
は
が
ん

領
域
と
感
染
症
領
域
の
連
携

に
よ
る
日
本
発
の
革
新
的
臨

床
開
発
を
推
進
す
る
。

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
今
年
４
月
に
国
立

感
染
症
研
究
所
と
統
合
し
て

Ｊ
Ｉ
Ｈ
Ｓ
と
な
る
。
日
本
の

「
感
染
症
総
合
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
�
国
内

外
の
感
染
状
況
の
収
集
・
評

価
機
能
の
強
化
�
研
究
開
発

を
促
進
す
る
基
盤
�
臨
床
試

験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
の

３
つ
の
メ
イ
ン
機
能
が
強
化

さ
れ
、
こ
の
う
ち
臨
床
試
験

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
機
能

を
果
た
す
た
め
に
は
、
全
国

の
医
療
機
関
と
平
時
か
ら
臨

床
試
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
の
み
な
ら
ず
、
治
験

・
臨
床
試
験
に
関
す
る
英
知

を
全
国
の
先
進
的
な
医
療
機

関
か
ら
結
集
さ
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
。

果
と
高
い
一
致
率
を
示
し
た

と
い
う
。

科
研
製
薬
は
、
２
型
炎
症

性
疾
患
（
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
、
喘
息
な
ど
）
に
対
す
る

経
口
治
療
薬
と
し
て
開
発
中

の
「
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
６
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

に
お
け
る
開
発
、
製
造
お
よ

び
商
業
化
に
関
す
る
独
占
的

な
ラ
イ
セ
ン
ス
を
ジ
ョ
ン
ソ

ン
＆
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
Ｊ
＆
Ｊ
）

に
許
諾
す
る
契
約
を
１２
月
２６

日
に
締
結
し
た
と
発
表
し

た
。
２
０
２
５
年
３
月
期
中

に
契
約
一
時
金
３
０
０
０
万

�
の
受
領
を
予
定
す
る
。
開

発
の
進
捗
お
よ
び
売
り
上
げ

の
目
標
達
成
に
応
じ
た
総
額

と
し
て
最
大
１２
億
１
７
５
０

万
�
の
マ
イ
ル
ス
ト
ン
収
入

や
、
全
世
界
で
の
売
り
上
げ

に
対
し
一
ケ
タ
台
後
半
か
ら

２
ケ
タ
台
前
半
の
料
率
で
の

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
受
け
取
る

権
利
を
得
た
。
契
約
規
模
は

１
９
４
８
年
の
創
業
以
来
、

最
高
額
と
な
る
。

科
研
製
薬
は
前
臨
床
開
発

段
階
に
あ
る
経
口
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ

６
阻
害
剤
（
Ｋ
Ｐ
�
７
２
３
）

を
含
む
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全

世
界
に
お
け
る
開
発
、
製
造

お
よ
び
商
業
化
に
関
す
る
独

占
的
な
ラ
イ
セ
ン
ス
を
許
諾

し
た
。
科
研
製
薬
は
Ｋ
Ｐ
�

７
２
３
を
第
１
相
臨
床
試
験

（
Ｐ
１
）
完
了
ま
で
進
め
、

そ
の
後
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ

ョ
ン
ソ
ン
が
世
界
的
な
臨
床

開
発
お
よ
び
商
業
化
を
担

う
。
日
本
国
内
に
お
い
て
科

研
製
薬
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
開
発
さ
れ
る
製
品
の

商
業
化
に
関
す
る
権
利
を
保

持
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
科
研
製
薬
と
の
共

同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
契
約
を

締
結
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
権
を

有
す
る
。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
６
は
、
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
、
喘
息
な
ど
の

病
態
生
理
に
お
け
る
中
心
的

サ
イ
ト
カ
イ
ン
で
あ
る
Ｉ
Ｌ

�
４
と
Ｉ
Ｌ
�
１３
の
下
流
シ

グ
ナ
ル
伝
達
を
選
択
的
に
仲

介
す
る
重
要
な
転
写
因
子

で
、
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
６
を
標
的
と

す
る
薬
剤
は
２
型
炎
症
性
疾

患
の
患
者
に
対
す
る
新
規
の

フ
ァ
ー
ス
ト
・
イ
ン
・
ク
ラ

ス
の
経
口
標
的
治
療
薬
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

し
、
大
都
が
商
品
の
海
外
輸

出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

麦
栽
培
地
で
実
施
す
る
。

サ
グ
リ
は
衛
星
デ
ー
タ
と

人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）技
術
・
区

画
技
術
を
か
け
合
わ
せ
た
デ

ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、
農
業
分
野
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
。
キ
リ
ン
Ｈ
Ｄ

は
２
０
２
４
年
４
月
に
サ
グ

リ
に
出
資
し
、
キ
リ
ン
グ
ル

ー
プ
が
展
開
す
る
農
地
の
脱

炭
素
化
を
検
討
し
て
き
た
。

今
回
は
大
麦
を
供
給
す
る

海
外
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
協
業

し
、
大
麦
を
栽
培
す
る
農
地

で
の
炭
素
貯
留
量
の
予
測
を

行
う
。
将
来
的
に
は
対
象
地

域
や
農
作
物
を
広
げ
、
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
脱
炭

素
化
を
目
指
す
。

ア
ー
ス
製
薬
傘
下
で
入
浴

剤
を
手
が
け
る
バ
ス
ク
リ
ン

（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
東

京
都
市
大
学
と
共
同
で
、
４０

歳
以
上
の
男
女
を
対
象
に
入

浴
習
慣
と
健
康
状
態
に
つ
い

て
検
討
し
た
結
果
、
湯
船
に

つ
か
る
浴
槽
浴
を
毎
日
行
う

こ
と
に
加
え
、
日
々
の
入
浴

で
体
温
を
上
げ
、
１
週
間
当

た
り
の
累
積
に
お
い
て
も
体

温
を
高
め
る
習
慣
が
健
康
維

持
の
カ
ギ
で
あ
る
こ
と
を
実

証
し
た
。

入
浴
習
慣
と
健
康
状
態
に

つ
い
て
は
、
入
浴
頻
度
と
心

身
の
健
康
状
態
に
関
連
性
が

あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
き
た

が
、
入
浴
方
法
に
つ
い
て
の

報
告
は
少
な
い
の
が
実
情

だ
。
今
回
の
研
究
で
は
入
浴

頻
度
に
加
え
、
１
回
の
入
浴

時
の
体
温
お
よ
び
週
当
た
り

の
累
積
体
温
を
高
め
る
こ
と

が
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
の
関
連

も
示
唆
さ
れ
た
と
し
て
い

る
。

大
塚
製
薬
は
こ
の
ほ
ど
、

ジ
ョ
リ
ー
グ
ッ
ド
と
の
共
同

事
業
で
あ
る
、「
フ
ェ
イ
ス
デ

ュ
オ
」
の
仮
想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
認
知
症
ケ
ア
支
援
Ｖ
Ｒ
」

の
販
売
を
開
始
し
た
と
発
表

し
た
。
認
知
症
患
者
の
家
族

や
介
護
士
な
ど
が
、
患
者
の

気
持
ち
や
行
動
の
背
景
を
知

り
、
具
体
的
な
対
応
を
学
習

で
き
る
。

専
門
医
監
修
の
体
験
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
９
月
に
プ
レ

リ
リ
ー
ス
し
た
。
介
護
者
が
、

自
身
の
普
段
の
対
応
や
行
動

を
、
Ｖ
Ｒ
を
通
じ
て
認
知
症

患
者
の
主
観
で
体
感
す
る
こ

と
で
、
行
動
の
背
景
や
気
持

ち
を
理
解
す
る
こ
と
に
役
立

ち
、
接
し
方
の
工
夫
な
ど
を

学
べ
る
。
自
治
体
が
開
催
す

る
オ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
地
域
包
括
支
援
市
民
フ

ォ
ー
ラ
ム
や
、
認
知
症
関
連

学
会
な
ど
で
展
示
を
実
施
。

専
門
職
や
介
護
者
、
一
般
市

民
な
ど
、
１
０
０
０
人
以
上

が
体
験
し
た
。

フ
ェ
イ
ス
デ
ュ
オ
は
、
専

用
の
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
装
着

し
て
、
そ
こ
に
投
影
さ
れ
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
用
の
映
像
を

視
聴
す
る
こ
と
で
利
用
者
の

認
知
改
善
な
ど
を
促
す
非
医

療
機
器
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
２

０
２
２
年
に
、
統
合
失
調
症

患
者
の
社
会
復
帰
を
目
指
す

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）
を
初
め

て
実
装
し
た
。
そ
の
後
、
対

人
不
安
な
ど
を
抱
え
る
人
の

感
情
認
知
改
善
や
、
引
き
こ

も
り
の
人
の
家
族
向
け
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
能
な
ど
も
提
供

し
て
い
る
。

Ｊ
�
オ
イ
ル
ミ
ル
ズ
は
、

大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
を
機
能

性
関
与
成
分
と
し
た
「
中
高

年
女
性
の
骨
の
成
分
を
維
持

す
る
働
き
に
よ
っ
て
骨
の
健

康
に
役
立
つ
」
旨
の
機
能
性

表
示
食
品
の
届
出
を
消
費
者

庁
に
行
い
、
受
理
さ
れ
た
と

発
表
し
た
。

同
社
の
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ

ン
は
配
糖
体
型
を
高
純
度
・

高
濃
度
に
精
製
し
た
粉
末
。

独
自
製
法
で
苦
み
を
抑
え
、

味
へ
の
影
響
が
少
な
く
色
も

白
色
に
近
い
た
め
、
原
料
と

し
て
サ
プ
リ
メ
ン
ト
だ
け
で

な
く
一
般
食
品
ま
で
幅
広
い

用
途
で
の
使
用
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
の
受
理
を

契
機
に
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
一

般
食
品
を
手
が
け
る
メ
ー
カ

ー
に
向
け
、
大
豆
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
原
料
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

販
売
展
開
し
て
い
く
予
定

だ
。

第
一
三
共
は
、
抗
Ｔ
Ｒ
Ｏ

Ｐ
２
抗
体
薬
物
複
合
体
（
Ａ

Ｄ
Ｃ
）
ダ
ト
ポ
タ
マ
ブ

デ

ル
ク
ス
テ
カ
ン
に
つ
い
て
、

欧
州
で
実
施
し
て
い
た
「
局

所
進
行
・
転
移
性
非
扁
平
上

皮
非
小
細
胞
肺
が
ん
の
２
次

／
３
次
治
療
」
の
申
請
を
自

主
的
に
取
り
下
げ
た
と
発
表

し
た
。
欧
州
医
薬
品
庁
（
Ｅ

Ｍ
Ａ
）
の
医
薬
品
委
員
会
と

の
協
議
に
基
づ
く
判
断
。

前
治
療
歴
の
あ
る
局
所
進

行
・
転
移
性
非
小
細
胞
肺
が

ん
患
者
を
対
象
に
行
っ
た
第

３
相
臨
床
試
験
（
Ｐ
３
）
の

結
果
を
も
と
に
申
請
し
、
３

月
に
Ｅ
Ｍ
Ａ
が
受
理
し
て
い

た
。
米
国
で
も
１１
月
に
同
適

応
で
の
申
請
を
取
り
下
げ
、

「
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
遺
伝
子
変
異
を

有
す
る
前
治
療
歴
の
あ
る
局

所
進
行
・
転
移
性
非
小
細
胞

肺
が
ん
」
で
新
た
に
申
請
し

た
。
米
国
で
の
申
請
は
Ａ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
遺
伝
子

変
異
を
有
す
る
前
治
療
歴
の

あ
る
局
所
進
行
・
転
移
性
非

小
細
胞
肺
が
ん
を
対
象
に
行

っ
た
Ｐ
２
の
結
果
に
基
づ

き
、
迅
速
承
認
の
取
得
を
狙

い
と
す
る
。

米
ネ
オ
ジ
ェ
ン
は
、
食
品

安
全
検
査
の
効
率
性
向
上
が

図
れ
る
検
査
ツ
ー
ル
「
ペ
ト

リ
フ
ィ
ル
ム

バ
チ
ル
ス

セ
レ
ウ
ス

カ
ウ
ン
ト

プ

レ
ー
ト
」
を
開
発
し
た
と
発

表
し
た
。
食
中
毒
を
引
き
起

こ
す
バ
チ
ル
ス
・
セ
レ
ウ
ス

菌
に
特
化
。
検
査
ラ
ボ
で
の

安
全
プ
ロ
ト
コ
ル
の
強
化
に

つ
な
が
る
。
独
自
の
栄
養
素
、

冷
水
可
溶
性
ゲ
ル
化
剤
、
発

色
性
指
示
薬
を
用
い
て
お

り
、
コ
ロ
ニ
ー
の
計
数
を
簡

単
に
す
る
レ
シ
チ
ナ
ー
ゼ
基

質
を
含
む
サ
ン
プ
ル
準
備
ず

み
培
養
培
地
シ
ス
テ
ム
の
た

め
、
従
来
の
寒
天
法
に
よ
る

準
備
作
業
を
省
け
る
利
点
も

あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
査
よ
り
も

短
い
２０
時
間
で
検
出
結
果
を

依
頼
先
に
返
す
こ
と
が
可

能
。
平
ら
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

設
計
で
、
か
さ
ば
る
プ
レ
ー

ト
よ
り
も
収
納
ス
ペ
ー
ス
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

新
防
除
技
術
確
立
へ
共
創
プ
ロ

バ

ス

ク

リ

ン

東
京
都
市
大
と
確
認

農薬の環境負荷低減に力

土
壌
燻
蒸
剤
の
削
減
狙
う

大島社長

種子処理後の様子。薬剤使

用量を大幅に減らして環境

負荷も低減

（６）２０２５年（令和７年）１月７日（火曜日）（第三種郵便物認可）
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